
種まきから収穫まで
農作業を支援

市内の農園で作られた野菜や果物は、直売所での販売用や市内の小・
中学校で学校給食用として出荷されています。しかし、農業の担い手
不足により、農作業の負担が農家個人に大きくかかっています。
小平には、農作業を手伝う援農ボランティアという活動があります。
援農ボランティアの内容や活動する魅力を紹介します。

援農ボランティアとは

ボランティアの力は大きいです

種まき
◆梅室園でのある日の活動

農業用支柱で固定

ビニール
トンネルかけ

養成講座を受けて活動

野菜コースの作業

果樹コースの作業

ボランティアの活動

援農ボランティアの申込み

援農ボランティアとは、農家の指導を受けなが
ら、農作物を育てて出荷するまでの作業を支援
する活動です。
活動内容は、種まき、苗植え、間引き、収穫、
雑草取り、ビニールトンネルかけ、農業用支柱で
固定、片づけ作業など、多岐にわたります。ま
た、野菜コースと果樹コースがあり、好きなコ
ースを選ぶことができます。

農業の担い手が不足してい
るので、ボランティアの皆
さんの力は大きいです。数
人で協力しないとできない
作業もあるので、１人でも
多いと助かります。男女を
問わず、意欲のある方、定
期的に活動できる方、土い
じりの好きな方であれば歓
迎です。

午前９時ごろから作業開始。今回は夏に収穫する
とうもろこしの種まきで、指で土に穴を空け、種
をまいています。

ビニールトンネルが風で飛ばされ
ないように、農業用支
柱で固定します。終了
は午後０時３０分ごろ。

種をまいた後は、
保温するためにビ
ニールトンネルを
かけます。活動するためには、養成講座を受ける必要があ

ります。６月下旬から１2月中旬にかけて座学
と実習で農業を学び、修了すると令和３年１月
以降から活動できます。
講座内容
▷東京の農業の実態
▷野菜や果樹の栽培方法の座学
▷農家で農作業（収穫、片付けなど）実習
※講座（座学（平日）と実習）の出席率がおお
むね７割以上で認定。

小松菜、大根、にんじん、とう
もろこし、なすなどの栽培、農
機具片付けほか

ぶどう、キウイ、なしなどの果
物の栽培、農機具の片付けほか

種まきから収穫までの農作業を支援しています。
その一部の作業を紹介します。

対　象　おおむね2０歳以上で定期的にボランティア
活動ができる健康な方
定　員　各１０人（野菜コース、果樹コース）
申込み　５月７日（木）まで（必着）に、はがきに「援農
ボランティア希望」と明記し、住所、氏名（ふりがな）、

年齢、性別、電話番号、希望コースを記入のうえ、
JA東京むさし小平支店指導経済課（〒１８７−００３2
　小川町２−１８2７）へ送付（申込み多数の場合は
抽選）
※結果や講座の日程などは、申込者全員に５月中旬
ごろ通知します。
問合せ　産業振興課☎０４2（３４6）９５３３梅室園　梅室さん

育てた野菜は直売所などへ出荷
手がけた野菜などは、直売所で売られたり、給食用
として市内の小・中学校などに出荷されます。

農家の梅室さん（写真左）と
援農ボランティアの皆さん

手がけた野菜の成長を見ると
うれしいです。昨年秋に植え
て育てた玉ねぎは、これから
出荷されるので楽しみです。

仲間と楽しく活動できることが魅力です
定年を機にボランティアを
始めて2０年近くになりま
す。それまでは事務職で畑
とは無縁だったため、農作
業は知らないことばかり
で、一から教わることが多
く、楽しいです。また、さ
まざまな経歴をもつ人同士
で話せることも楽しくて続
けています。自分が作った野菜が売り場に出るとや
りがいを感じます。暑いとき、寒いときは大変です
が、農家さんが気遣って、無理なく気楽にできるよ
うな雰囲気を作ってくれます。

援農ボランティア
野島さん

躍動をかたちに　進化するまち　こだいら

ぶるべー
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新型コロナウイルス感染症情報は
小平市ホームページで確認を…………８面

公園・道路等ボランティアを募集……４面

マイナンバーの通知カード
氏名・住所の書き換えなどはお早めに…２面


